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　留萌本線は、暮らしのすぐそばで日常を支え、時に旅の情景となって、市民の記憶に寄り添ってきました。　留萌本線は、暮らしのすぐそばで日常を支え、時に旅の情景となって、市民の記憶に寄り添ってきました。
その留萌本線が、時代の流れの中で役割を変え、３月31日の最終運行をもって鉄路としての区切りを迎えよその留萌本線が、時代の流れの中で役割を変え、３月31日の最終運行をもって鉄路としての区切りを迎えよ
うとしています。今月は、１１５年にわたる歩みを振り返るとともに、廃線後の交通についてお知らせします。うとしています。今月は、１１５年にわたる歩みを振り返るとともに、廃線後の交通についてお知らせします。

　　
留
萌
本
線
は
、明
治
43
年
11
月
23
日

に
深
川
―
留
萠（
現
：
留
萌
）間
が
開
業

し
そ
の
歴
史
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。当
時

の
留
萌
港
は
、北
海
道
北
部
の
主
要
港
で

あ
り
、石
炭
や
木
材
、海
産
物
な
ど
の
積

み
出
し
拠
点
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
てい
ま

し
た
。鉄
道
は
そ
の
物
流
を
支
え
る
基
盤

と
し
て
整
備
さ
れ
、深
川
か
ら
日
本
海
へ
、

人
と
物
資
を
運
ぶ
大
切
な
役
割
を
担
い
ま

し
た
。大
正
10
年
に
は
線
路
は
増
毛
ま
で

延
び
、沿
線
の
ま
ち
の
生
活
を
支
え
る
存

在
に
な
り
ま
す
。通
学
や
通
院
、買
い
物
、

季
節
ご
と
の
行
事
、家
族
の
思
い
出
ま
で
、

世
代
を
越
え
て
多
く
の
方
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
長
い
年
月
の
中
で
、留
萌
本
線
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。沿

線
の
人
口
減
少
や
暮
ら
し
方
の
変
化
、移

動
手
段
の
多
様
化
に
よ
り
、鉄
道
の
利
用

は
少
し
ず
つ
減
少
し
てい
き
ま
す
。そ
の
傾

向
は
数
字
に
も
表
れ
、路
線
の
状
況
を
示

す
指
標
の一つ
で
あ
る
輸
送
密
度（
1
日
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
）

は
、昭
和
62
年
度
の
４
１
８
人
か
ら
令
和

６
年
度
に
は
１
９
９
人
へ
と
大
き
く
低
下

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、深
川
―
留
萌
間
で
は
、深
川
留

萌
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
、令
和
２
年
に

全
線
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、バ
ス
や
自
家

深
川
と
海
を
結
ん
だ
鉄
路

交
通
と
暮
ら
し
の
変
化

明治43年11月23日
・深川―留萠（現：留萌）間開業
・�沿線の主要駅（深川・北一己・秩父別・恵比島・
幌糠・大和田・石狩沼田）が順次設置

大正10年11月5日
・留萠―増毛間が開業し、深川―増毛間が全通 
・この時期に礼受・舎熊などの沿岸駅を整備

昭和30年
地域住民により北一己駅舎が新設

昭和62年４月１日
国鉄民営化によりJR北海道の路線へ

平成９年４月１日
・表記が「留萠」→「留萌」に統一
・�「北一己（きたいちゃん）」駅→「北一已（きたいち
やん）」駅に変更

平成27年６月
JR北海道が留萌本線の廃止意向を沿線自治体
へ通知

平成28年12月５日
留萌―増毛間が廃止

令和５年４月１日
石狩沼田―留萌間が廃止

令和８年４月１日
深川―石狩沼田間が廃止予定

用
車
に
よ
る
都
市
間
移
動
の
利
便
性
が
大

き
く
向
上
し
ま
し
た
。地
域
の
交
通
環
境

が
変
化
し
て
い
く
中
で
、留
萌
本
線
の
利

用
者
は
減
少
し
、路
線
の
維
持
は
年
々
難

し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
運
行
に
は
、線
路
や
橋
り
ょ
う
、

踏
切
、駅
施
設
な
ど
を
安
全
に
保
つ
た
め
、

継
続
的
な
保
守
や
更
新
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

利
用
者
が
減
少
す
る
中
で
、安
全
を
確
保

し
な
が
ら
運
行
を
続
け
る
負
担
は
大
き
く

な
ってい
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
事
情
を
受

け
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
沿
線
自
治
体
な
ど
に

よ
る
協
議
が
重
ね
ら
れ
、段
階
的
な
廃
止

が
進
む
こ
と
に
な
り
、平
成
28
年
に
は
留

萌
―
増
毛
間
が
、令
和
５
年
に
は
石
狩
沼

田
―
留
萌
間
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
留
萌
本
線（
深
川
―
石
狩
沼
田
間
）は
、

３
月
31
日
の
最
終
運
行
を
も
っ
て
鉄
路
と

し
て
の
役
目
を
終
え
、４
月
１
日
で
全
線

廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
列
車
が
運
ん
だ
の
は
人
や
荷
物
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
学
の
朝
、見
慣
れ
た

車
窓
、駅
で
交
わ
し
た
言
葉
、季
節
の
移
ろ

い
―
そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
日

常
そ
の
も
の
で
し
た
。鉄
路
と
し
て
の
役
割

は
終
わ
り
ま
す
が
、留
萌
本
線
が
つ
な
い
で

き
た
人
と
ま
ち
の
記
憶
は
、こ
れ
か
ら
も

地
域
の
中
で
大
切
に
生
き
続
け
ま
す
。長

年
に
わ
た
り
地
域
を
支
え
て
き
た
鉄
道
の

歴
史
を
胸
に
、こ
れ
か
ら
の
地
域
交
通へと

歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ラ
ス
ト
ラ
ン
を
迎
え
、未
来
へ

1９１０-２０２６

－深川から続いた１１５年の歩みを、いま振り返る－－深川から続いた１１５年の歩みを、いま振り返る－
ありがとう、留萌本線

深川駅を出発した一番列車

留萠駅（昭和30年代） 留萠線開業時の
深川停車場

北一已駅舎 市内を走る留萌線

　
留
萌
本
線
の
廃
線
に
伴
い
、４
月
1
日

㈬
よ
り
鉄
道
に
変
わ
る
新
た
な
交
通
手
段

と
し
て
、深
川
市
と
沼
田
町
を
結
ぶ
路
線

バ
ス「
き
た
そ
ラ
イ
ナ
ー
」の
運
行
を
開
始

し
ま
す
。

▼
運
行
経
路

深
川
市
↕
秩
父
別
町
↕
沼
田
町

▼
運
行
便
数

【�

沼
田
発
→
深
川
方
面
】			


１
日
10
便

【�

深
川
発
→
沼
田
方
面
】			



１
日
９
便

代
替
交
通
の
運
行
開
始

▼運行車両イメージ

　注意　注意
　見送りや撮影の際は、危険な場所への立ち入りを避け、路上駐車はしないなど周囲への配慮に協力をお
願いします。

▶日時　３月31日㈫　午後１時20分～
▶場所　深川駅前およびホーム
▶内容　�出発合図、列車見送り、深川西高等学校

吹奏楽局による吹奏楽演奏など

深川駅深川駅
▶日時　３月31日㈫　午前11時20分～
▶場所　北一已駅前およびホーム
▶内容　北一已駅地域住民による列車見送り

北一已駅北一已駅

留萌線お別れセレモニー

留萌本線
115年の歩み 【明治43年▶令和８年】
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